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全教説を容認している必要はない）」(Merlan, 1967, p. 473) という定義は新プラトン主義の
定義として穏当なものと言えよう。ただし《影響》の範囲をどこまで広げるかによって、
新プラトン主義は狭義にも広義にも捉えられる。狭義には、プロティノスに始まりプロク






運動である」(岡崎, 1998, 13 頁) と言いうるであろう。 
 
1.2 新プラトン主義の評価の転換 
《新プラトン主義》は古典文献学の発展を背景として 18 世紀のドイツで生まれ、19 世
紀になって定着した呼称であり、〈元来のプラトニズムにはない異質な要素が含まれてい












ていたとしても、プラトンを読む一つの可能性」として再評価されている (納富, 2014, 
22–23 頁)。第二に、西洋哲学史の研究――それは「哲学史の書き換え」の時代に入ってい

















は自明のことであった (Halfwassen, 1999, pp. 14–19)。 
しかしヘーゲルだけでなく、フィヒテとシェリングにも明白な新プラトン主義的傾向が







































な諸含意の変形」と解されるべきものなのである (ID 205)。 


















































ン主義的な形而上学がもつ存在=神論的な根本的特徴の復興と解されうるのである (cf. ID 
211)。 




































































































































なっているのである (cf. ID 236–237)。 
シェリングの反=汎神論的傾向：ブルーノとの比較 一元論とそれによって示唆されてい
る宇宙の完全性の強調のゆえに、ブルーノが神の受肉による歴史的救済というキリスト教


























































































(1) ブルーノとシェリングの思想的連関についての本格的研究としては、他に西川 (1960) などがあるが、
ここでは取り上げる余裕がなかった。なおプロティノスとシェリングの思想的連関については、Beierwaltes 
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